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喜
び
も
悲
し
み
も 

　
想
え
ば
50
年
の
秋 

 

　
そ
ぞ
ろ
寒
。
早
や
身
に
し
み
る

晩
秋
11
月
。
そ
れ
に
し
て
も
昨
今
、

日
本
列
島
、
ヒ
ビ
入
り
の
感
。
台

風
26
号
は
伊
豆
大
島
、
土
砂
ま
じ

り
吹
き
荒
し
。
高
度
成
長
以
降
、
樹
々

を
、
森
林
を
、
自
然
軽
視
の
風
潮

へ
の
赤
信
号
で
は
な
い
か
。
▼
幼

な
い
子
ど
も
時
期
は
、
マ
ン
ガ
で

育
て
ら
れ
る
。
「
の
ら
く
ろ
」
世
代
、

「
サ
ザ
エ
さ
ん
」
時
代
、
わ
が
家

の
孫
た
ち
は
「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」

こ
の
作
家
や
な
せ
た
か
し
さ
ん
、

逝
去
の
報
。
94
歳
。
「
一
寸
先
は

光
」
と
言
い
の
こ
さ
れ
た
言
葉
は

金
言
で
あ
る
。
▼
さ
て
、
公
園
の

金
木
犀
、
花
香
る
10
月
20
日
に
は
、

西
日
本
新
聞
主
催
、
金
婚
夫
婦
表

彰
式
へ
の
招
待
。
筑
後
地
区
３
３

０
組
。
会
場
は

”サ
ザ
ン
ク
ス
筑

後
”。
し
か
も
代
表
で
挨
拶
し
て
ほ

し
い
と
の
依
頼
。
▼
案
内
状
を
頂

戴
し
て
の
直
観
は
、
キ
ン
・
コ
ン
・

カ
ン
と
鐘
ひ
び
き
、
華
燭
の
典
あ

げ
て
50
年
、
早
や
半
世
紀
も
の
逝

き
し
歳
月
か
と
の
想
い
。
▼
そ
れ

に
し
て
も
昨
今
、
国
民
祝
祭
日
と

し
て
９
月
15
日
は
「
多
年
に
わ
た

り
社
会
に
つ
く
し
て
き
た
老
人
を

敬
愛
し
、
長
寿
を
祝
う
日
」
と
し

て
制
定
し
た
も
の
ゝ
、
高
齢
少
子

者
社
会
。
三
連
休
の
行
楽
プ
ラ
ン

の
み
の
現
象
。
そ
れ
だ
け
に
西
日

本
新
聞
の
企
画
、
着
想
に
感
謝
の

念
は
深
い
。
思
え
ば
、
”星
を
か
ぞ

え
て
、
波
（
風
）
の
音
き
い
て
、

と
も
に
過
し
た
　
幾
歳
月
の
喜
び

悲
し
み
、
目
に
う
か
ぶ
。”
こ
れ
か

ら
は
世
の
無
事
を
祈
っ
て
、
残
照

の
人
生
元
気
で
生
き
ま
し
ょ
う
。 

文化の日 振替休日 

勤労感謝の日 
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矢部まつり　～17日 
　　　　　  （矢部川源流公園） 
 

定例法律相談会（要予約） 
　　　　　　10：00～12：00 
（八女商工会議所）122-5161 

市民文化祭 
 　 （～17日・サザンクス筑後） 
 

第52回  樟の香りコンサート 
　  　（川の駅船小屋恋ぼたる） 

八女さるき 
　　　　  　（八女青年会議所） 
 

なんでも人権相談所 
　 　　 （八女市社会福祉会館） 
 

黄櫨の会　（社会福祉会館） 
久留米絣文化博　～３日 
　　　  （筑後市・九州芸文館） 
 

田主丸かっぱウォーク 
　 　　　　　 （八女歩こう会） 

帰居祭 
　  （八女市・坂本画伯寿像前） 

松田久彦氏卒寿祝賀会 
　  （4：00　いわ井） 
 

 

八女軽トラ市9：00～13：00 
　  （八女市観光物産館駐車場） 

安部龍太郎氏講演会 
16：00～（おりなす八女交流棟） 

第53回  樟の香りコンサート 
　  　（川の駅船小屋恋ぼたる） 

第3回 茶/ちゃ/チャぐらんぷり 
　  　（川の駅船小屋恋ぼたる） 
 

道の駅たちばな 
秋の大収穫祭  ～24日（日） 

松尾弁財天縁日（立花町） 
 

 

 星のまつり　～10日 
和太鼓フェスティバル 
　  （星野村星のふるさと公園） 
 

お風呂の日 
　　　　　（グリーンピア八女） 
　　　　　　　（温泉館きらら） 
　　　　　　　（不動温泉八女） 
　　　　　　　　　（公園の宿） 
　　　　　　　　（べんがら村） 

不動産に関する何でも 
相談会　　13：00～15：00 
　　　　　　（八女商工会議所） 
 

  

べんがらの日（べんがら村） 
大浴場お一人様300円 

 

ミニ健康教室 
ひざの痛み・変形性膝関節症を中心に 
　   （川　病院・14：00～15：00） 

青少年健全育成 
ソフトボール教室 
 　　　 （筑後広域公園・広場） 
 

 

無料法律相談13：00～・要予約 
（八女民主商工会）124-2727 
 

 

なんでも人権相談所 
  （筑後市勤労者家庭支援施設） 
 

 

 

 

 

第４回DOGフェスタ 
　 　　　　 （八女市宮野公園） 

八女軽トラ市9：00～13：00 
　  （八女市観光物産館駐車場） 

第51回  樟の香りコンサート 
　  　（川の駅船小屋恋ぼたる） 
 

詩
人 

椎 

窓   

猛 

心配ごと相談（八女市） 

八女市社会福祉会館　11月６日・20日 
黒 木 町 ふ じ の 里　11月６日・20日 
上陽町地域福祉センター　11月13日・27日 
立 花 町 か が や き　11月13日・27日 
 
法律相談（要予約） 

八女市社会福祉会館　11月８日 
黒 木 町 ふ じ の 里　11月15日 
上陽町地域福祉センター　11月22日 

司法書士相談 

黒 木 町 ふ じ の 里　11月８日 
八女市社会福祉会館　11月15日 
 
筑後市 

心配ごと相談 
　毎週木曜日／総合福祉センター 
健康に関する総合相談 
　毎週金曜日／筑後市立病院 

くろぎふるさと日曜市　毎週日曜日 
上陽ふるさと市　　　　毎週土曜日 

○読み聞かせ　八女市立図書館（本館） 
　　　　　　　毎週土曜日　午後２時～ 
　　　　　　　ゆめみらい図書館（黒木分館） 
　　　　　　　毎月第２土曜日　午前11時～ 
○赤ちゃん読み聞かせ　八女市立図書館（本館） 
　　　　　　　毎月第３水曜日　午前11時～ 
　　　　　　　ゆめみらい図書館（黒木分館） 
　　　　　　　毎月第４木曜日　午前11時～ 
 

クラッシーのバックナンバー（2010.1.1号より）が 
インターネットでご覧になれます。 
「デジタルシティやめ」→クラッシー→検索 



西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています 
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呟き 

  

健
康
寿
命
を
延
ば
そ
う 

 

　
年
金
支
給
年
齢
の
65
歳
を

一
応
の
線
引
き
と
し
て
定
年

制
を
こ
の
当
た
り
に
設
定
し

て
い
る
処
が
多
い
が
、
長
寿

社
会
が
定
着
し
、
こ
れ
だ
け

平
均
寿
命
が
伸
び
て
く
る
と
、

年
金
支
給
年
齢
も
定
年
制
度

も
共
に
成
長
し
な
け
れ
ば
国

の
財
政
は
そ
の
う
ち
破
綻
せ

ざ
る
を
得
ず
、
福
祉
目
的
税

（
消
費
税
）
を
10
％
に
し
た

と
て
一
時
凌
ぎ
に
過
ぎ
ま
い
。 

　
現
今
、
平
均
寿
命
が
急
速

に
伸
び
て
男
性
79
歳
、
女
性

87
歳
に
な
っ
た
が
、
健
康
寿

命
と
の
間
に
は
男
性
で
３
歳
、

女
性
で
７
歳
も
の
開
き
が
あ

る
。
言
い
換
え
れ
ば
こ
の
間

は
介
護
が
必
要
と
い
う
こ
と

だ
。
高
齢
者
人
口
は
約
３
、

０
０
０
万
人
、
そ
の
う
ち
介

護
を
要
す
る
人
が
５
６
０
万

人
位
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

　
人
間
は
年
老
い
る
と
気
力

体
力
と
も
に
衰
え
る
の
は
当

た
り
前
で
、
特
別
な
病
気
が

な
く
て
も
動
脈
硬
化
に
よ
る

血
流
の
低
下
を
来
た
し
、
運

動
機
能
低
下
（
腰
痛
、
肩
こ

り
、
関
節
痛
な
ど
）
に
よ
る

症
状
の
ほ
か
、
視
力
障
害
、

難
聴
、
便
秘
、
尿
漏
れ
、
不

眠
、
物
忘
れ
な
ど
は
当
然
で
、

明
ら
か
に
高
齢
に
よ
る
と
思

わ
れ
る
「
老
年
症
候
群
」
と

仲
良
く
付
き
合
う
の
も
大
切

に
な
る
。 

　
若
い
頃
の
生
活
不
摂
生
、

特
に
運
動
や
食
生
活
、
ス
ト

レ
ス
、
喫
煙
習
慣
、
過
度
の

飲
酒
な
ど
の
悪
癖
が
大
き
な

原
因
で
あ
れ
ば
、
本
人
の
自

業
自
得
と
諦
め
ざ
る
を
得
な

い
。
こ
れ
に
転
倒
骨
折
な
ど

加
わ
る
と
Ａ
Ｄ
Ｌ
（
日
常
生

活
活
動
度
）
が
低
下
し
治
療

と
介
護
の
両
面
が
必
要
と
な

っ
て
く
る
。
症
状
が
高
じ
寝

た
き
り
に
で
も
な
る
と
認
知

症
を
誘
発
し
、
充
分
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
取
れ
ず

意
思
疎
通
も
ま
ま
な
ら
ず
生

活
周
辺
が
狭
く
な
っ
て
く
る
。 

　
し
か
し
一
方
で
は
元
気
に

働
い
て
、
余
暇
は
サ
ー
ク
ル

活
動
（
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
）
や
、
グ
ル

ー
プ
旅
行
な
ど
と
「
時
間
の

流
れ
」
を
上
手
に
利
用
し
、

結
構
充
実
し
た
生
活
を
楽
し

ん
で
お
ら
れ
る
同
年
齢
層
の

人
が
遥
か
に
多
い
こ
と
も
事

実
だ
。 

　
流
行
語
と
な
っ
た
「
ア
ン

チ
エ
イ
ジ
ン
グ
」
に
は
教
養

と
教
育
が
必
要
、
つ
ま
り

「
（
今
日
用
）
事
が
あ
る
こ

と
、
（
今
日
行
く
）
所
が
あ

る
こ
と
」
極
言
す
れ
ば
こ
れ

が
老
年
症
候
群
と
呼
ば
れ
る

暗
い
イ
メ
ー
ジ
の
老
人
と
、

元
気
な
老
人
を
分
け
る
キ
ー

ワ
ー
ド
に
な
る
。 

林
　
榮
一 

（
医
師
・
八
女
市
立
花
町
） 

　　　　　　　節ばあちゃん 
　　　　　　節さんは友人の今は亡き姑である。 

　　　　　　戦中戦後を生きた節さんの人生は、澄まし顔の遺影からは想像でき

ない、情念の火を静かに燃やし続けたドラマを秘めていた。 

　節さんの嫁ぎ先は手広く事業を展開する家だった。昭和16年長男にも恵まれ

幸せの絶頂期に夫を戦地に送り出した。 

　終戦を目前に病に倒れた節さんの夫が戦地より送られた先は、野多目の福岡第

二陸軍病院である。節さんは幼い長男を連れ、はるばる茨城から四日かけて野多

目に駆け付けた。 

　節さんの祈りも虚しく夫は帰らぬ人となり、異郷の地で幼子と二人で節さんは

夫を荼毘に附した。節さん25の時である。 

　その後、縁あって長男を連れて再婚した節さん。再婚せざるを得なかったのか

もしれない。父親違いの子供たちを育てる苦労は有ったものの、長男を大学まで

出してくれた二度目の夫に深く感謝し、良く仕えた節さん。 

 平成二年節さんは献身的な介護の末に夫を看取った。二度目の夫の納骨を済ま

せると、節さんは言った。 

　野多目につれて行って欲しいと。長男を立派に育ててくれた人が生きている間

は封印してきた前夫への思いを、節さんは堰を切ったように語った。初めて男女

の契りを交わした人への思いの火種を、節さんは半世紀の間その胸に温め続けて

きたのであろうか。 

　健気で一途で愛おしい節さん。こんな女性が生きていた時代がどんどん遠くなる。 

（夏生） 

gallery
街かど 

立花町山崎 

牛嶋　英子 

健
康
万
歳
　
④ 

　
一
度
は
習
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
水

墨
画
。
公
民
館
で
講
座
が
あ
る
こ
と
を
知
り

喜
ん
で
参
加
し
て
勉
強
す
る
チ
ャ
ン
ス
に
恵

ま
れ
ま
し
た
。 

　
中
島
美
代
子
先
生
か
ら
初
心
者
に
も
分
か

り
や
す
く
丁
寧
に
指
導
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
水
墨
画
の
一
筆
濃
淡
で
描
く
線
の
む

ず
か
し
さ
奥
深
さ
を
知
り
ま
し
た
。 

　
子
ど
も
の
頃
か
ら
絵
を
描
く
こ
と
に
夢
中

に
な
っ
て
い
ま
し
た
が

年
を
重
ね
て
出
来
る
と

は
思
い
も
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
サ
ー
ク
ル
の
友

だ
ち
と
の
交
流
も
す
ば

ら
し
く
楽
し
い
時
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
思
う
よ
う

に
描
け
ま
せ
ん
が
、
楽

し
く
続
け
て
い
き
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。 

安達　格一 

94歳まだまだ元気です 
　私の仕立て人生は18歳の時福島のカミヤ洋服店に

就職した時がスタートです。7年間の軍隊生活の後中

国から帰国して修行の後、28歳でアダチ洋服店を開

店しました。その後テーラーアダチとして66年この

道一筋を歩いてきました。昭和30年代の最盛期には

八女市内に12̃13軒の紳士服の仕立専門店があった

と思いますが私の知る限り現在では八女に3軒位にな

りました。当時私の店では10名の職人が働いていま

した。紳士服の業界はオーダーからイージーオーダー、

既製服、量販店と次第に変化していきました。私は

一級洋服技能士、ＦＩＭＴデザイナー認定の技術有資格者というプライドか

ら誂えにこだわってきましたが、時代の流れには逆らえず、頭を切り替えて

洋服のリフォーム（補正、修理等）に転換しました。高度経済成長期は大量

生産、使い捨ての風潮がありましたが、お気に入りの服をリフォームして長

く楽しむ、これが本来の姿ではないでしょうか。今は7時頃起床して乾布摩擦、

足揉みをして身体をほぐし、朝食後仕事場へ出ます。もともと好きな仕事で

すから、仕事が苦になることは一度もありません。酒は昔からやりません。

タバコは60歳頃まで1日20̃30本吸っていました。家内に禁煙を言われても

やめられずにいましたが、ある日孫娘から「おじいちゃん、タバコを吸うと

ガンになるよ」と言われてピタリとやめました。家内からは私が何度お願い

してもやめなかったのにと言われました。80歳を過ぎて二度大きな試練を受

けました。80歳の時脳血栓で緊急入院しましたが一週間で退院でき、以後血

圧は正常を保っています。87歳の時長く連れ添った妻を亡くしました。苦楽

を共にした糟糖の妻でしたから大ショックでした。なかなか気持ちの整理が

つかず、立ち直るのに約一年かかりました。今は一日のリズムもできて充実

した毎日です。針の糸通しは脳を活性化させてくれるようです。糸かがりは

手のリハビリ、足踏みミシンは足のトレーニングになっています。幾つにな

っても自分の仕事をとおして少しでも人様の

お役に立てることは大きな生き甲斐です。作

業台の上に仕事に使う年代ものの鋳物の羊の

重しがある。安達さんは大正8年の未（ひつじ）

年生まれ。ウールを相手にテーラー一代の偉

大な人生。子どもは国の宝というが、安達さ

んのようなお年寄りもまた八女の財産である。 

八女市立福島中学校一年 

古川萌さんの 

坂本繁二郎先生の『馬』模写画について 
　11月３日に坂本繁二郎先生の画業を讃える「帰居祭」が催さ

れる。そのポスター作製の依頼にこたえるために、坂本先生の

絵をクレパスで古川萌さんに模写してもらった。 

　原画は昭和29年、先生が72才のときの『馬』である。同年５月

９日号の『週間朝日』の表紙を飾った作品でもある。 

　萌さんにとって、久しぶりのクレパス使用が意

外にも興味しんしんに見えた。学校の「夏休み」まで、

奇しくも先生の忌日の７月14日に着手して、８

月いっぱいで完成した。 

　萌さんが描いては削り、削っては色を重ねる模

写に楽しそうに挑戦して、原画のもつ複雑極まる

色調に気づいてくれたことが、指導する当方にと

って何よりも嬉しいことだった。坂本先生が一番

お好きだった季節は夏だったとか。今年の酷暑に

耐えた萌さんに拍手をおくりたい。 

　（杉山絵の教室　杉山　亜土） 

 

杉山洋指導『紅彩会展』　11月12日～17日。 

おりなす八女「ギャラリーＡ」にて開催。 

長年安達さんの仕事を 
見てきたシープの重し 
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昔
か
ら
山
遊
び
す
る
子
供

の
絶
好
の
お
や
つ
と
し
て
親

し
ま
れ
て
き
た
。
運
よ
く
見

つ
け
る
こ
と
も
あ
る
が
、
発

見
が
難
し
く
珍
重
さ
れ
た
。 

　
美
し
い
薄
紫
の
器
の
中
に
、

白
く
ト
ロ
リ
と
し
た
甘
い
実

は
、
子
供
時
代
の
幸
せ
の
甘

さ
で
あ
っ
た
。 

　
あ
け
び
（
木
通
）
は
「
開

け
実
」
が
転
じ
た
も
の
と
言

わ
れ
て
い
る
。 

八
女
川
柳
会
　
安
達
　
昇 

今
月
の
川
柳 

ミゾソバ（溝蕎麦）[タデ科]

矢部川源流・杣の里の四季  25

川の情景　④ 山 太 郎 蟹  

八女市酒井田 

片小田　常子 

楽
し
い
絵
手
紙 

人生・健康が一番　⑥ 

山登り 
だよ 
人生は!

阿蘇を「世界」に推薦！ 

　
絵
手

紙
サ
ー

ク
ル
彩

和
の
会

に
入
会

し
て
も

う
数
年

が
た
ち

ま
す
。
休
み
が
ち
な
私
は
他
の

方
達
に
お
世
話
か
け
て
る
の
で

は
…
と
思
っ
た
り
し
ま
す
。 

　
大
坪
先
生
、
会
の
皆
さ
ん
方
、

本
当
に
和
や
か
で
気
さ
く
な
い

い
方
ば
か
り
で
気
楽
に
参
加
で

き
て
楽
し
い
時
間
で
す
。 

 

　
こ
れ
か
ら
も
そ
の
季
節
折
々

の
自
分
の
身
近
に
あ
る
い
ろ
ん

な
花
々
や
果
物
な
ど
日
々
の
暮

ら
し
の
中
で
見
つ
け
な
が
ら
楽

し
ん
で
描
け
た
ら
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
皆
さ
ん
、
彩
和
の
会

を
ち
ょ
っ
と
覗
い
て
み
ま
せ
ん

か
。 

マラソン人生の優勝者 

ミゾソバは小川や沼沢地などに生育する一年生草本。水田地帯の用水

路などに群生していることが多い。和名は溝に成育し、葉がソバに似

ているから、別名の「うしのひたい」は、葉の形が牛の顔に似ている

からである。 

　矢部村では9月～

10月の稲刈り頃に

花が咲く。花弁に見

える部分は萼（がく）

であり、花弁はな

い。葉を乾燥させ、

煎じたものに利尿な

どの効能がり、生の

茎には止血や鎮痛作

用があるとされてい

る。  

　松尾　重根 

　矢部川に生息する魚類の中で、最も美味しいと言われているのが山

太郎ガニです。 

　本名は藻屑蟹と言い、ウナギ同様海で産卵・孵化した後、2～3月頃

満ち潮に乗り川を遡上し、成長しながら矢部川の中流域及び小河川に

棲みつきます。その後数年で親ガニになると、主と呼ばれる大型のオ

スは800g程に成育したのが稀にいます。そして川面に秋風が吹き、柿

の木の葉が色づいて一雨降ると、産卵のために有明海目指して落ちて

いきます。 

　この時期のカニは、姿煮・カニ飯・カニ汁等調理されますが、山太

郎ガニはシーズンが短く、特に最近は漁獲量が激減し、食卓に上る機

会も少なくなっています。 

　数年前久し振りに帰郷した友にカニ飯と姿煮を振舞ったところ、『昔

はドケデンバサロおったもんナイ、巣穴に手突っ込むと指ば挟まれた』

と、昔話に華が咲いたので、後日福島のＭさんに頼み矢部川産の一番

型のよいカニを煮てもらい送ったところ、

『上海蟹は問題ならん、こげんうまかカ

ニは滅多に喰われんバイ』と、感激の便

りを呉れました。今後このような情景に

遭遇できるかどうか？『矢部川の美味し

い山太郎蟹』も夢物語となってしまいそ

うな、そんな気がする今日この頃です。 

注：上海蟹と藻屑蟹は見た目は全く同じ

です。　内藤　洋臣（黒木町） 

　豊かな地域資源を活用した自然公園「ジオパーク」の普

及を推進する委員会は熊本県の「阿蘇」を世界ジオパーク

に推薦することを決め、来年の秋にも認定の可否が決まる。 

　決定されれば九州では雲仙岳に次いで２地域目となる。

その理由として「現在も続く火山活動を体感でき、巨大な

カルデラが売り物になっている」と述べている。 

　さて私達登山グループは、この推薦には大賛成である。

何回登っても飽きることがない圧倒的なスケールの大きさ、そして気が遠

くなる程の歳月をかけてできた噴火の地層は、大いなる古代のロマンさえ

感じる。吉田隊長が

感動し「阿蘇は世界

遺産だー」と叫んだ。 

　ジオパーク委員会

では地元自治体の活

動が活発になったこ

とを評価しており、

私達も阿蘇を「世界」

にとエールを送って

いる。 

八女文化連盟写真部 

　樋口　清人 

　ある田舎のマラソン大会に参加した時、「本当に走られますか？」と問

われた事がある。「走りに来たのに失礼な・・・」と思いながらも、70歳

代の老人が長距離を不思議がられたのも無理もない。いま、マラソンに例

えると、折り返し点を過ぎた辺りに来たのだろうかと思う。35キロ前後

からが、股関節が引っ張るか、心肺機能がパンクするか、日頃からの一歩

一歩、練習で積み上げた体力の真価が試される。また、栄光のゴールを這

いつくばってでも目指す強い精神力が求められる。自分との闘いである。 

　思い浮かぶのは角保初代会長（八女市蒲原）。高血圧・糖尿病・腰痛等

に悩まされていた先生が、西ドイツ・スポーツ医学の権威であるファン・

アーケン博士との出会いから、はじめてマラソン大会に出場されたのが、

昭和47年「第1回天草パールマラソン」。（当時65歳）第1回大会から25年

間連続出場の特別表彰受賞。数千のランナーを代表して選手宣誓をされた

あの勇姿は、今でも脳裏から離れない。他にも、85歳でホノルルマラソ

ン７時間5分14秒で年代別優勝。91歳の現役ランナーとして大濠マラソン

２キロを15分54秒で完走等の記録。会場で大勢のランナーを前に報道関

係等のインタビュー。健康長寿の秘訣「人間も動物、野山を駆け巡り、食

べ物は玄米菜食」の持論を誇らしげに語られていた。ゴール時の晴れやか

な表情から「真の人生マラソンの優勝者」の姿を連想する。 

　完全に健康を取り戻された先生は、マラソンの「健康に対する効用」を

自分だけ享受するのはもったいないと、昭和52年、八女走ろう会を設立、

全国区の著名ランナーとして健康マラソンの実践・普及に貢献された。先

生の遺志を受け継いで、現在65名の仲間が八女走ろう会に結集している。

残念ながら先生は、庭木を剪定中、脚立から落下骨折、運動が出来ない身

体となり、それが原因で生涯現役の人生を閉じられた。 

八女走ろう会　徳永　意信 

 

　
秋
の
草
花 

　
落
ち
葉
が
風
に
舞
う
頃
と

な
り
ま
し
た
。
公
園
を
散
歩

し
て
い
る
と
鈴
虫
や
コ
ー
ロ

ギ
の
鳴
き
声
も
ほ
と
ん
ど
聴

か
な
く
な
り
、
暮
秋
を
体
で

感
じ
ま
す
。
草
花
の
景
色
も
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は
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変
わ
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て

き
ま
し
た
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四
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の
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で
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秋
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好
き
で
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そ
し

て
秋
の
草
花
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大
好
き
で
す
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秋
に
茎
を
伸
ば
す
可
憐
な
花

の
吾
亦
紅
、
芒
、
秋
桜
、
秋

の
七
草
の
一
つ
女
郎
花
等
が

好
き
で
す
。
散
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の
途

中
で
秋
の
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花
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け
て
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利
休

所
持
で
あ
っ
た
と
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わ

れ
る
桂
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京
都
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の

漁
師
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ら
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り
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け
た
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籠
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香
雪
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術
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を
、
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代
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明
治
以
降
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に
な
っ
て
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峰
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と
い
う
方

が
う
つ
さ
れ
た
物
に
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け
、
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囲
気
を
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し
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で
お
り
ま

す
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利
休
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の
中
に
「
一
、

花
は
野
に
あ
る
よ
う
に
生
け
」

と
あ
り
ま
す
。
自
然
体
で
季

節
感
を
大
切
に
す
る
、
と
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
秋
か

ら
冬
に
移
り
変
わ
る
の
は
早

い
も
の
で
、
今
、
こ
の
季
節

を
存
分
に
味
わ
い
、
雪
の
景

色
が
近
づ
く
の
を
、
そ
れ
又

楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

服
部
　
ゆ
み
子  

（黒木町） 



西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています 

４ 2013年11月1日 

A

久
留
米
絣
文
化
博 

日
時
　
11
月
２
日（
土
）・
３
日（
日
） 

会
場
　
九
州
芸
文
館（
JR
筑
後
船

小
屋
駅
東
側
） 

　
貴
重
な
文
化
財
の
絣
の
展
示
を

は
じ
め
と
し
、久
留
米
絣
の
産
地
、

広
川
、
筑
後
よ
り
19
の
織
元
が
一

堂
に
集
結
し
個
性
豊
か
な
絣
を
展

示
・
販
売
し
ま
す
。フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー（
午
後
１
時
〜
２
時
）問
い

合
せ
実
行
委
員
会
事
務
局
０
９
４

２
―
５
３
―
４
２
２
９ 

A

城
戸
医
院
「
ぶ
ど
う
の
樹
開
設

６
周
年
ぶ
ど
う
の
樹
収
穫
祭
」 

日
時
　
11
月
３
日（
日
） 

　
10
時
30
分
〜
15
時 

会
場
　
ぶ
ど
う
の
樹
野
外
特
設
会
場

（
筑
後
市
大
字
久
富
６
６
７
―
３
） 

入
場
料
　
無
料 

歌
や
舞
踊
等
の
ス
テ
ー
ジ
・
出
店
・

抽
選
会
な
ど
。 

問
い
合
わ
せ
　
1
０
９
４
２
―
４

２
―
１
６
０
０
三
浦 

A

第
４
回
Ｄ
Ｏ
Ｇ
フ
ェ
ス
タ 

日
時
　
11
月
10
日（
日
） 

　
11
時
〜
15
時
、雨
天
中
止 

会
場
　
八
女
市
・
宮
野
公
園 

　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
わ
ん
こ

と
ゲ
ー
ム
大
会
、グ
ッ
ズ
販
売
、出

店
、
写
真
撮
影
会
（
要
予
約
）
な
ど

ワ
ン
コ
と
一
緒
に
参
加
で
き
ま
す
。 

　
セ
ラ
ピ
ー
犬
と
共
に
近
隣
の
福

祉
施
設
を
訪
問
す
る
無
料
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
　
ド
ッ
グ
セ
ラ
ピ
ー

チ
ー
ム「
フ
レ
ン
ド
リ
ー
」事
務
局

０
９
０
―
４
５
９
７
―
７
０
４
０

鵜
池 FM八女は昨年の6月に開局した八

女市のコミュニティ放送局です。 
周波数は80.1MHzで、インターネ
ットを通じて聞くこともできます。 
 
■「がまだすワイド801」 
　(月)～(金)　午後1時～3時 
　【再】午後8時30分から 
　FM八女開局当初から続くお昼の地域
情報番組です！ 
　毎日たくさんの市民の方にゲストと
して出演して頂いています！ 
　メッセージ　gw@fmyame.jp 
　FAX　0943-24-9802 
■「きらきらミュージックボックス」 
　(月)～(金)　午前10時～11時 
　【再】午後6時から 
　曜日毎にジャンルを変えてお送りし
ている、朝の音楽番組です！ 
　メッセージ　kira2@fmyame.jp 
■「やめられんcha!レディオ」 
　毎月第2日曜日　【再】第3土曜日 
　八女市茶のくに親善大使 
　「GoodComing」がお送りする 
　福岡初のレギュラー番組です！ 
　メッセージ　good@fmyame.jp 
 
　ホームページからもメッセージを送
ることができます！ 
このほかにも様々な番組が放送中です！ 
詳しくは、FM八女のホームページをご
覧ください！ 
みなさんのメッセージ・リクエストお待
ちしています！ 
http://www.fmyame.jp/

11月の道の駅たちばな 

添乗員の耳より情報 第８回 

　かつお菜は、高菜の仲間で江戸時代中期から福岡で栽培されていた

代表的な伝統野菜です。 

   ところで、正月の雑煮に入れる野菜を『雑煮菜』と言いますが、福

岡市周辺の雑煮菜は、まさにかつお菜です。かつお菜は他の高菜に比

べて灰汁(あく)がなく、煮食すると軟らかくて味が良く、鰹節の代わり

になると言うことから「かつお菜」の名称がついたと言われています。

また、名称の「かつ」が「勝」に通じる縁起物でもあります。 

 　かつお菜は、春にも栽培できますが、秋まきの方が、厚くて味わい

深い良質の葉が収穫できます。秋まきでは、９月上・中旬にセルトレ

イか鉢に種子をまき、10月上・中旬の本葉５～６枚の時期に株間30～

35㎝で植え付けます。勿論、プランターでも栽培は容易にできます。 

 　葉の収穫は、株が大きくなった11月上旬頃から大きく肉厚の葉を外

葉から１～２枚づつ、12日前後の間隔でかき採ります。株には常に３

枚以上の成葉を残しつつ収穫の度に追肥を施しておくと、株は生育抑

制を起こすことなく次々と葉を展開するので、翌春の３月末まで長期

に渡って収穫を楽しむことができます。 

 　かつお菜にはグルタミン酸やアスパラギン酸などの旨味を感じるア

ミノ酸類が豊富に含まれているだけでなく、カルシウムや抗酸化活性

を示すβ―カロテンやルテインも多く含んでいることが判明しています。 

 　雑煮菜としてだけでなく、お浸しや漬け物、汁物、鍋物にもかつお

菜を使っていただきたいものです。 福岡県農業大学校 
　　　非常勤講師　林　三徳 

　「三徳の家庭菜園」  ⑱ 
 【かつお菜】～博多の代表的伝統野菜で雑煮菜～ 　今回ご紹介するのは鹿児島いちき串

木野市にある薩摩金山蔵です。 

今から約350年も昔、薩摩藩、第19代

大守島津光久公の頃に鉱脈が発見され、

ひと頃は日本一の産金量を誇っていた

串木野金山。江戸時代初期以来、薩摩

の財政を支え明治維新の原動力となったといわれるその存在は、数々の物

語を私たちに語り伝えてくれます。坑洞の奥深くに刻まれた時と、時代の

流れを感じてください。 薩摩金山蔵では、串木野金山の350年に亘り掘

り続けられた総延長120キロメートルにもおよぶ坑洞に、甕仕込みと甕貯

蔵の蔵を構えております。また、坑洞内は1年を通して20℃前後という一

定した気温に保たれ、地下ということもあり紫外線はゼロ。焼酎作りだけ

でなく、1,000リットル甕がずらりと並ぶ貯蔵にとっても、良い環境が整

っているのです坑洞内焼酎は、来蔵の方限定品。ご購入された後は金山蔵

坑洞内にて最長5年間貯蔵を承っており、記念日に、贈り物に…お客様の

お楽しみとしてご利用頂けます。 

　筑後旅行センター　10942-52-4911　鶴田 

あかりとちゃっぽんぽん「地場産まつり」に参加して　八女農業高等学校 
　今年も本校各科自慢の生産物を持ち寄り販売しました。　販売物は、お米（レ

ンアイ米＝レンゲ畑＋アイガモ農法）、ペットボトル茶（学校茶葉使用）。花鉢、

観葉植物。アイスクリーム（学校のジャージー牛の乳利用）、お茶クッキー、

イチゴジャムなどいずれも本校の人気商品です。隣のテントでは、本校

PTAの餅つきの実演と販売が行われました。 

　生徒たちは、大きな声を張り上げ笑顔で売り込みに励みました。販売ブー

スの方々とも親しくなり買っていた

だいたり、お客さんを紹介してもらっ

たりと楽しい一日を過ごしました。 

　本校正門横の「八女農みらい館」で、

これら販売物を定期的に販売

しています。 

八女農みらい館10月販売日程 

１日（金）、 ５日（火）、８日（金）、

12日（火）  15日（金）、19日（火）、

22日（金）、26日（火） 29日（金）

販売時間は、10時30分～15時

30分です。 

オリジナル絵本とベビーギフトの店 

「ダブルレインボー」 
　白い外観に木枠の窓。黄色のドアを開

けると、そこには、ハンドメイドのランプ

が優しく照らすおしゃれでかわいいレト

ロモダンな空間が広がります。 

　オリジナル絵本（￥3675～3990）とは、お子様や大切な方が主人公と

なって物語が展開する「世界でたった一冊の絵本」です。ご出産、お誕

生日、クリスマス、ご入園、ご入学などのお祝いとして、大変喜ばれて

います。今秋より、新たにウェディングの絵本2種類も仲間入り。「両

手いっぱいのありがとう」大坪エミ・作、クーリカン智子・絵（￥4200）、「

Forever」大坪エミ・作、スカイ エリオットモリス・絵（￥4515）は、それぞれ新郎、

新婦用があります。結婚披露宴で、大切なご両親へ感謝の想いを込め

て贈るウェディングの絵本は、末永く心温まる記念の品となること

でしょう。 

　ベビーギフトは、「Time タオル」＝赤ちゃんの生まれた時間が、オ

リジナルの時計デザインとなって刺繍されるふわふわのお名前入り

おくるみ  （￥6800）を始め、肌触りが心地よいオーガニックコットン

のタオル製品：今治タオルに、お名前刺繍（プラス￥300）を入れるベビ

ーギフトが人気です。その他、内祝い向けの商品、てぬぐいギフトなど、

厳選されたギフト雑貨もおすすめです。※『オリジナル絵本』をご注

文の際、「クラッシーを見ました」と言ってくださったお客様に、クリ

スマスキャンドルをプレゼントいたします（H25・12/20迄） 

【11月17日（日）店内イベントのお知らせ】 

「オリジナルクリスマスの絵皿作り」 

　参加費：￥3500（材料費込）　講師：陣内　まみ先生 

　※参加申込み、詳細は、ダブルレインボーまで。 

「糸島のカフェ『フルーレ』より出張販売」 

　糸島野菜たっぷりサンドイッチ、季節のタルト、スコーンを販売。 

（株）ダブルレインボー八女市本村415-1（大坪アパート南7号） 
　国道442号線清水町交差点（福岡銀行八女支店）を福島中学方面へ約100m左手 

　TEL(0943)22-4585　オンラインショップ：www.d-rainbowehon.com

かつお菜の栽培 かき葉で収穫を継続しているかつお菜の株 


